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＜経緯＞

合併前の菊川、豊田、豊浦、豊北町地域では、住民の移動手段を確保するためそれぞれ生活バスを運行していたが、地域によって運行形態等様々であったため、合併協議会において「合併協定項目４５」が確認され、合併後５年を目途に菊川、豊田、豊浦、豊北町地域を中心としたバス交通の制度について見直すこととされた。

　　　見直しの実施にあたり、平成18年度に下関市バス交通対策基礎調査を行い、本年度、下関市公共交通整備検討委員会（以下「委員会」という。）を設置し、当該委員会にて報告書が作成され、市長へ報告された。

　本計画は、本市が行った平成18年度のバス交通対策基礎調査及び委員会からの報告に基づき作成した。
＜計画対象地域＞

本計画の対象地域は、菊川、豊田、豊浦、豊北地域を中心とする。

＜計画対象路線＞

○ブルーライン交通の路線

4条（旧21条）路線

○生活福祉バス路線


78条（旧80条）路線

○その他（へき地患者輸送）
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図 1　計画策定・実施のフロー

	２.下関市バス交通計画の基本方針



２-1. 下関市におけるバス交通整備計画の方向性
(1)  拠点施設や下関中心部への移動を担う広域交通

・JR各路線と連携し、総合病院や高等学校、下関市中心部への移動を担う広域交通を確保する
(2) 住民の生活を確保する地域内交通

・地域住民の通院や買物、小中学生の通学における最低限の移動手段を確保する
・広域交通への乗り継ぎを考慮する
・地域間でのサービス水準の公平性を考慮する
(3) 経費削減をめざした運行サービス

・需要に応じたサービス水準を設定する
・デマンド運行など地域の状況に適した運行形態を設定する
・へき地患者輸送など、目的限定の移動サービスのバス交通との一元化を目指す
(4) 市民が利用し、自らが維持する公共交通サービス

・住民と協働で公共交通サービスの検討や協議を行うなど、住民が自ら支え維持存続を図る意識の醸成に努める
２-2. 下関市全体の総合的な整備方針
(1) 運行頻度

・地域の状況に適した運行頻度を設定

　運行路線の特徴（幹線的な路線、枝線）と地域の特徴（人口集積、人口集積の連担性など）から判断し設定する
(2) 最寄りバス停までの距離

・利便性の高いバス路線、バス停の設定

　バス停距離500ｍ以上をバス不便地域と考え、最寄りバス停までの距離500m以内の集落の増加を目指す

(3) 運賃

・統一した運賃体系を設定

　地域間の運賃格差を是正する方向性として、距離制運賃を基本とする


	３.広域バス交通計画


３-1.広域バス交通計画の基本方針

(1) JR各路線との役割分担

・下関市の広域交通サービスの軸は、JR山陽本線及びJR山陰本線

・住民の広域移動ニーズに対応するため、バス交通についてはバス路線間及びJR各路線への乗り継ぎを考える

・バス路線の運行時間や利用状況を踏まえ、JR各路線と競合する広域バス路線については、運行頻度の見直しを行う
(2) 地域の枠を越えた広域移動ニーズへの対応

・地形的条件等から、地域の枠を越えた他地域へのアクセスが有利な場合について、地域内バス交通計画にて新規路線として対応する

図 2　広域交通体系のイメージ

３-2.広域バス交通計画
　　前項の基本方針に基づき、広域バス交通計画を以下の通りとする。






図 3　広域バス交通計画図

	４.地域内バス交通計画


４-1.地域内バス交通計画の基本方針

(1) バス不便地域を解消する路線計画

・主に最寄りバス停までの距離500m以上の集落を対象に、生活交通確保を目指す
（※ただし、本計画では、以下の地域を新規路線設定対象とした）


○現行の運行路線の沿線

○現行の運行路線がなく、路線設定について継続的に住民からの要望のある地域

・路線の設定にあたって、人口が低密で分散的な需要が予想される地域については、運行効率を考慮し、デマンド運行を導入する
(2) サービス水準の設定に関する統一的な考え方を設定（運賃、運行頻度）

1) 運賃

・生活福祉バスの運賃は、距離制運賃とする
・運賃の算出方法については、市内のバス事業者の賃率式を参考にする

・生活福祉バスのうち、デマンド運行は、距離制運賃を基本としたゾーン制運賃とする
・初乗り運賃は、定時定路線は100円、デマンド運行は200円とする
・端数処理については、定時定路線運行の路線は四捨五入、デマンド運行の路線は切上げる（いずれも大人100円単位とする）

・運賃体系の変更による住民負担の激変を緩和するため、経過措置として当分の間、上限運賃を設定する
　　　　○割引制度等

・小人運賃は、大人運賃の半額とする（小人運賃適用条件は、市内のバス事業者に合わせる）

・障害者運賃は、大人運賃の半額とする
・10回分の料金で11回乗車可能な、11枚綴りの回数券を設定する
・通学定期券を設定する（1ヶ月定期）


2) 運行頻度

・運行の期間は1月4日から12月28日とする
・運行日は平日、土曜日とする（日曜日、祝日、その他休日は運休）
・路線沿線の状況を把握し、それに応じた運行頻度を設定する
表 1　運行頻度に関する考え方

	利用目的
	エリア区分
	提供する最低限の運行頻度

	通　学
	・エリア区分に依存しない
	【運行日】

　月曜日から土曜日まで週6日

【運行便数・時間帯】

　2便（登校、下校便）

　学校の始業、終業に合わせた時間帯

【その他】

　定時性の高い運行が必要

	通　院

買　物

等
	【幹線沿線・人口高密度エリア】

・幹線の沿線

・人口集積のある集落が連担

・住居の集積が高密度
	【運行日】

　月曜日から金曜日まで週5日

【運行便数・時間帯】

　5便（朝外出、午前帰宅、午後外出、午後帰宅、夕方帰宅）

【その他】

　他の交通機関との乗り継ぎを考慮

	
	【枝線沿線・人口中密度エリア】
・幹線に接続する枝線の沿線

・人口集積のある集落が複数存在

・住居の集積が中密度
	【運行日】

　月曜日から金曜日まで週5日

【運行便数・時間帯】

　3便（朝外出、午前・午後帰宅、夕方帰宅）

【その他】

　通院、買物に配慮した運行経路、ダイヤ

	
	【枝線沿線・人口低密度エリア】

・谷筋のような枝線沿いの地域

・住居の集積が低密度


	【運行日】

　週1、2日

【運行便数・時間帯】

　2～3便（朝外出、午前・午後帰宅、夕方帰宅）

【その他】

　通院、買物に配慮した運行経路、ダイヤ


　　
(3) 経費節減を目指した路線計画

・デマンド運行など地域の状況に適した運行形態を設定することで、運行経費の節減を目指す
・へき地患者輸送といった、目的限定の移動サービスに関して、バス交通との一元化を図り、全体として経費の節減を目指す


４-2.地域内バス交通計画
前項の基本方針に基づき、各地域内バス交通計画を以下の通りとする
(1) 菊川地域


　  　○菊川地域の現行サービスの概要
・78条（旧80条）路線がきめ細やかに運行し、域内のほぼ全域をカバー

・料金体系は定額制で１乗車100円

・各路線は、菊川中心部からの放射状路線で、中心部の岡枝バス停において4条（旧4条）運行路線と結節

・地形条件から北回り、南回り循環線や内回り循環線といった循環路線を設定

・各路線は、中心部で国道491号と総合支所前を通過して循環し、重複した運行経路を有する

　  ■菊川地域における計画

◆既存路線について、利用状況などから、全体的な路線配置や運行頻度といったサービス全体を見直す
　　　
◆現在、定時定路線運行を行っている中山・樅の木地区については、利用状況、地形条件、人口集積の状況から、運行形態を見直し、デマンド運行を導入する
◆菊川地域西部（久野周辺）において、要望のある豊浦方面への移動手段を確保する
◆78条（旧80条）路線の一部運行については、通学に利用されているものがあるため、これに配慮するとともに定時性を確保する
　　　※計画詳細：「表２　菊川地域の現行・計画路線の概要」、「菊川地域の計画路線図」
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表 2　菊川地域の現行・計画路線の概要

●現行
	　
	内日田部線
	久野上田部線
	北回り循環線

南回り循環線
	内回り循環線
	大野線
	樅ノ木・保木線
中山線

	運行形態
	定時定路線

	運行便数運行日
	上り下り8便ずつ

毎日運行
	上り5便下り3便

平日、土曜運行
	北回り循環線 循環3便

南回り循環線 循環4便

ともに平日、土曜運行
	循環3便

平日、土曜運行
	循環4便

平日、土曜運行
	上り4便下り3便

中山線　循環2便

ともに平日、土曜運行

	運賃
	定額制（1乗車100円）

	ダイヤ
	【内日河原→菊川BT】

・ 6時台1便

・ 7時台1便

・ 9時台1便

・11時台1便

・14時台1便

・15時台1便

・17時台1便

・19時台1便

【菊川BT→内日河原】

・ 6時台1便

・ 7時台1便

・ 9時台1便

・11時台1便

・13時台1便

・15時台1便

・16時台1便

・19時台1便
	【多々良→菊川BT】

・ 6時台1便

・ 7時台1便

・ 8時台1便

・11時台1便

・15時台1便

【菊川BT→多々良】

・11時台1便

・14時台1便

・18時台1便

　
	北回り循環線

【菊川BT→大藤→菊川BT】

・10時台1便

・13時台1便

・16時台1便

南回り循環線

【菊川BT→大藤→菊川BT】

・ 7時台1便

・ 9時台1便

・13時台1便

・17時台1便

　
	【菊川BT→吉賀→菊川BT】

右回り

・ 8時台1便

・15時台1便

左回り

・11時台1便

　
	【菊川BT→大野→菊川BT】

・ 9時台1便

・12時台1便

・15時台1便

・16時台1便

　
	樅の木・保木線

【樅の木→菊川BT】

・ 7時台1便

・ 9時台1便

・12時台1便

・15時台1便

【菊川BT→樅の木】

・11時台1便

・15時台1便

・17時台1便

中山線

【菊川BT→東中山→菊川BT】

・10時台1便

・13時台1便

　

	備考
	　
	　
	　
	　
	　
	　


●計画
	　
	①内日・田部線
	②久野・上田部線
菊川・豊浦線
	③上岡枝・貴飯循環線
	④吉賀・上田部循環線
	⑤大野循環線
	⑥樅ノ木・中山線

	運行形態
	
	
	定時定路線
	
	
	
	デマンド

	
	・現行の内日田部線を継続

・通院、買物の行き帰りの利便性を考慮し、ダイヤを設定
	・現行の久野上田部線を継続

・通院、買物の行き帰りの利便性を考慮し、ダイヤを設定

・川棚駅への延伸便の設定
	・現行の北回り、南回り循環線を統合

・通院、買物の行き帰りの利便性を考慮し、ダイヤを設定
	・現行の内回り循環線と北回り、南回り循環線の一部を統合

・通院、買物の行き帰りの利便性を考慮し、ダイヤを設定
	現行の大野線を継続

通院、買物の行き帰りの利便性を考慮し、ダイヤを設定
	・・現行の樅の木保木線および中山線を統合

・・沿線が人口低密エリアであるため、デマンド運行

・通院、買物の行き帰りの利便性を考慮し、ダイヤを設定

	運行便数運行日
	上り下り6便ずつ
平日、土曜運行
	上り下り5便ずつ

（川棚駅延伸便上り下り3便ずつ）
平日、土曜運行
	循環4便
平日、土曜運行
	循環2便
平日、土曜運行
	循環3便
平日、土曜運行
	1日4便
平日、土曜運行

	運賃
	距離制
	ゾーン制

	ダイヤ
	【内日河原→菊川バスターミナル】

・ 6時台1便

・ 7時台1便

・ 9時台1便

・11時台1便

・14時台1便

・17時台1便

【菊川バスターミナル→内日河原】

・ 7時台1便

・ 9時台1便

・11時台1便

・13時台1便

・17時台1便

・19時台1便
	【多々良→菊川バスターミナル】

・ 6時台1便

・15時台1便

【菊川バスターミナル→多々良】

・14時台1便

・17時台1便

　【川棚駅→菊川バスターミナル】

・ 8時台1便

・11時台1便

・13時台1便

【菊川バスターミナル→川棚駅】

・ 7時台1便

・10時台1便

・12時台1便
	【菊川バスターミナル→大藤→菊川バスターミナル】　

・ 7時台1便

・10時台1便

・12時台1便

・16時台1便

　

　

　

　

　

　

　
	【菊川バスターミナル→吉賀→上田部→菊川バスターミナル】

・ 9時台1便

・14時台1便

　

　
	【菊川バスターミナル→大野

→菊川バスターミナル】

・ 8時台1便

・11時台1便

・15時台1便

　

　
	【樅の木→菊川バスターミナル】

・ 7時台1便

・ 8時台1便

・11時台1便

・15時台1便

　

　

	備考
	
	
	
	
	
	


	菊川地域の計画路線図
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○は集落

：6.0便/日

：3.0便/日

：3.0便/日

：4.0便/日

：2.0便/日

至川棚駅

上岡枝・貴飯循環線

吉賀・上田部循環線

旧下関地域

豊田地域

菊川地域

　

久野・上田部線

菊川・豊浦線

　

大野循環線

樅の木・保木線（予約バス）

：4.0便/日

：2.0便/日






(2) 豊田地域


　　○ 豊田地域の現行サービスの特徴

・主に幹線道路を4条（旧4条、旧21条）路線バスが運行

・幹線道路以外では、へき地患者輸送が通院目的の移動を担う

・専用スクールバスが小中学校の通学目的の移動を担う

　■豊田地域における計画

◆現在へき地患者輸送として行っているサービスを、目的を限定せず自由に利用が可能な公共交通サービスへと移行する
◆対象の地区は人口が低密で分散的な需要が予想されるため、運行効率を考慮し、デマンド運行を導入する
◆現在のへき地患者輸送において、一部の運行について通学に利用されているため、これに配慮する

　　

※計画詳細：「表３　豊田地域の現行・計画路線の概要」、「豊田地域の計画路線図」
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豊田地域の現行路線図
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表 3　豊田地域の計画路線の概要

●現行

	　
	へき地患者輸送杢路子線
	へき地患者輸送佐野、一の俣、鷹子線
	へき地患者輸送今出、一の瀬線
	ブルーライン交通が運行する各路線

	運行形態
	へき地患者輸送
	
	　
	

	運行便数、運行日
	上り下り1便ずつ
月火木金曜運行
	上り下り1便ずつ
平日、土曜運行
	上り2便下り1便
平日、土曜運行
	

	運賃
	定額制（1乗車300円）
	距離制（ブルーラインの運賃体系）

	ダイヤ
	【上杢路子→豊田中央病院】
・ 8時台 1便
【豊田中央病院→上杢路子】
・13時台 1便
	【佐野下→豊田中央病院】
・ 7時台 1便
【豊田中央病院→佐野下】
・13時台 1便
	【今出集会所→一の瀬公会堂→豊田中央病院】
・ 7時台 1便
【豊田中央病院→一の瀬公会堂→今出集会所】
・13時台 1便
【豊田中央病院→石柱渓】
・16時台 1便
	

	備考
	　
	　
	　
	・往復14本

・便数23便（往復）



●計画

	　
	①杢路子線
	②一の俣線
	③今出線
	④一の瀬線
	ブルーライン交通が運行する各路線

	運行形態
	デマンド
	

	
	・現行のへき地患者輸送杢路子線のカバーエリアが対象となるように路線を設定
・沿線が人口低密エリアであるため、デマンド運行
・通院、買物の行き帰りの利便性を考慮し、ダイヤを設定
	・現行のへき地患者輸送杢路子線および佐野、一の俣、鷹子線のカバーエリアが対象となるように路線を設定
・沿線が人口低密エリアであるため、デマンド運行
・通院、買物の行き帰りの利便性を考慮し、ダイヤを設定
	・現行のへき地患者輸送今出、一の瀬線のカバーエリアが対象となるように路線を設定（一の瀬線とエリアを分割）
・沿線が人口低密エリアであるため、デマンド運行
・通院、買物の行き帰りの利便性を考慮し、ダイヤを設定
	・現行のへき地患者輸送今出、一の瀬線のカバーエリアが対象となるように路線を設定（今出線とエリアを分割）
・沿線が人口低密エリアであるため、デマンド運行
・通院、買物の行き帰りの利便性を考慮し、ダイヤを設定
	

	運行便数運行日
	1日3便
平日、土曜運行
	1日3便
平日、土曜運行
	1日3便
平日、土曜運行
	1日3便
平日、土曜運行
	

	運賃
	ゾーン制
	距離制（ブルーラインの運賃体系）

	ダイヤ
	【豊田総合支所→杢路子周辺】

・8時台　1便
・13時台1便
・15時台1便
	【豊田総合支所→一の俣周辺】

・ 8時台1便
・11時台1便
・13時台1便
	【豊田総合支所→今出周辺】

・ 8時台1便
・11時台1便
・13時台1便
	【豊田総合支所→一の瀬周辺】

・ 8時台1便
・13時台1便
・16時台1便
	

	備考
	・路線バスとの競合を避ける
	・路線バスとの競合を避ける
	・路線バスとの競合を避ける
	・路線バスとの競合を避ける
	・乗り継ぎ等の改善を行う。
・利用が少ない路線については見直しを行う。
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○は集落

：3.0便/日

：3.0便/日

：3.0便/日

：3.0便/日

豊田地域

豊北地域


(3) 豊浦地域


　  　○ 豊浦地域の現行サービスの特徴

・主に幹線道路を4条（旧４条、旧21条）路線、78条（旧80条）路線が運行

・地域東部の横道地区を4条（旧21条）、78条（旧80条）路線が運行

・国道191号の1部で4条（旧21条）、78条（旧80条）路線が重複して運行

・専用スクールバスが小中学校の通学移動を担う

・料金体系は距離制
■ 豊浦地域における計画

◆国道191号を中心に、4条（旧21条）路線と78条（旧80条）路線が重複していたため、これを整理し、豊浦における川棚以北の地域内移動については4条（旧21条）路線へ統合する
◆域内移動については豊浦病院への通院を考慮する
※計画詳細：「表４　豊浦地域の現行・計画路線の概要」、「豊浦地域の計画路線図」
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表 4　豊浦地域の計画路線の概要

●現行
	　
	川棚・横道線
	ブルーライン交通が運行する各路線

	運行形態
	定時定路線
	定時定路線

	運行便数運行日
	上り下り5便ずつ
月曜から土曜運行
	

	運賃
	距離制
	距離制（ブルーライン交通の運賃体系）

	ダイヤ
	【横道→川棚駅】
・ 7時台  1便
・ 8時台  1便
・11時台  1便
・14時台  1便
・16時台  1便

【川棚駅←横道】
・ 6時台  1便
・ 7時台  1便
・10時台  1便
・14時台  1便

・15時台  1便
	

	備考
	　
	・往復17本

・便数25便（往復）



●計画
	　
	①川棚・大河内循環線（ブルーライン交通による運行）
	ブルーライン交通が運行する各路線

	運行形態
	定時定路線
	定時定路線

	路線設定の

考え方
	・川棚駅、横道、宇賀を循環する路線を新設
　（ブルーライン交通が運行）
・豊浦病院への迂回便を設定
・現行の川棚・横道線を廃止
・通院、買物の行き帰りの利便性を考慮し、ダイヤを設定
	

	運行便数運行日
	右回り左回り4便ずつ
	

	運賃
	距離制（ブルーライン交通の運賃体系）
	距離制（ブルーライン交通の運賃体系）

	ダイヤ
	【川棚温泉→豊浦病院→大河内→横道→豊浦病院→川棚温泉】
・ 6時台  1便
・ 8時台  1便
・12時台  1便
・15時台  1便

【川棚温泉→豊浦病院→横道→大河内→豊浦病院→川棚温泉】
・ 7時台  1便
・ 9時台  1便
・14時台  1便
・16時台  1便
	

	　備考
	・市直営からブルーライン交通へ運行主体の移行
	・乗り継ぎ等の改善を行う

・利用が少ない路線については見直しを行う
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(4) 豊北地域


　　○　豊北地域の現行サービスの特徴

　・主に幹線道路を4条（旧21条）路線バスが運行

　・スクールバス、幼児バスの車両を活用して、78条（旧80条）路線を運行

・料金体系は定額制で１乗車200円
　■ 豊北地域における計画

　◆路線沿線に集落が集まっている北宇賀線については、路線や運行形態について現行どおりとする

◆現在、定時定路線運行を行っている神玉地区については、利用状況、地形条件、人口集積の状況から、運行形態を見直し、デマンド運行を導入する
◆以前より要望のあった粟野地区について新規路線を設定するとともに、運行形態についてはデマンドを導入する
※計画詳細：「表５　豊北地域の現行・計画路線の概要」、「豊北地域の計画路線図」
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表 5　豊北地域の計画路線の概要

●現行
	　
	北宇賀・滝部往復線
	ぐるりん矢玉・二見線
	ブルーライン交通が運行する各路線

	運行形態
	定時定路線
	定時定路線

	運行便数運行日
	上り下り2便ずつ
月、水、金曜運行
	循環２便
水、金曜運行
	

	運賃
	定額制（1乗車200円）
	距離制（ブルーラインの運賃体系）

	ダイヤ
	【笹の本→滝部駅】
・ 8時台  1便（月曜のみ）
・ 9時台  1便（水、金曜のみ）
・10時台  1便（月曜のみ）
・13時台  1便（水、金曜のみ）
【笹の本←滝部駅】
・10時台  1便（月曜のみ）
・12時台  1便（水、金曜のみ）
・14時台  1便（月曜のみ）
・15時台  1便（水、金曜のみ）
	【滝部駅→矢玉、二見→滝部駅】
・10時台  1便（右回り）
・14時台  1便（左回り）
	

	備考
	　
	　
	・路線18本

・便数28本（往復）



●計画
	　
	①北宇賀・滝部線
	②ぐるりん矢玉・二見循環線
	ブルーライン交通が運行する各路線

	運行形態
	定時定路線
	定時定路線

	路線設定の
考え方
	・現行の北宇賀・滝部往復線を継続
・通院、買物の行き帰りの利便性を考慮し、ダイヤを設定
	・沿線が人口低密エリアであるため、デマンド運行
・通院、買物の行き帰りの利便性を考慮し、ダイヤを設定
	

	運行便数、運行日
	上り下り3便ずつ
平日、土曜運行
	循環3便
平日、土曜運行
	

	運賃
	距離制
	距離制（ブルーラインの運賃体系）

	ダイヤ　
	【笹の本→滝部駅】

・ 9時台1便
・13時台1便

・15時台1便

【滝部駅→笹の本】

・ 8時台1便
・12時台1便

・15時台1便
	【滝部駅→矢玉、二見→滝部駅】

・ 7時台1便
・10時台1便

・14時台1便

　

　
	

	備考
	
	
	・乗り継ぎ等の改善を行う。
・利用が少ない路線については見直しを行う。
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(5) 他の公共交通不便地域への対応

　今回、計画対象となった地域以外にも、旧下関地域を中心に、公共交通不便地域が存在する。これらの地域については、本項で現状と課題を抽出するとともに、今後の改善を目指す。

　また、課題の解決については、今後、新たな手法についても検討する。

	公共交通

不便地域
	現況と課題

	吉田
	幹線道路から離れた地域が公共交通不便地域となっており、幹線道路及び隣接する地域（菊川）への移動を前提に、移動手段確保の可能性及び必要性について、今後検討が必要。

	阿内
	かつてバス路線が通っていた地域であるが、現在は廃止されている。廃止された経緯等を踏まえた上で、移動手段確保の可能性及び必要性について、今後検討が必要。路線の検討にあたっては、JR小月駅への接続が考えられる。

	吉母～室津
	吉母と室津の間の地域が公共交通不便地域となっている。吉母、室津それぞれの地域に向かう路線が存在するため、これらの路線の延伸等を含め、移動手段確保の可能性及び必要性について、今後検討が必要。

	吉見～黒井
	吉見～黒井間（農道沿い）の集落について、公共交通不便地域となっている。もともとバス路線がなかった地域のため、自家用車主体の生活が根付いており、移動手段確保の可能性及び必要性について、今後検討が必要。路線の検討にあたっては、最寄りのJR駅への接続が考えられる。

	今蓑
	幹線道路から離れた部分が公共交通不便地域となっており、幹線道路への移動を前提に、移動手段確保の可能性及び必要性について、今後検討が必要。

	その他
	今回の計画対象地域やそれ以外の上記公共交通不便地域以外においても、バス停までの距離が遠い地域や、バス停までの距離は近くても急勾配など地形的要因により移動に困難が生じている地域などが存在する。これらについて、今後移動手段確保の可能性を検討することが必要。









図 4　他の公共交通不便地域



	５.公共交通不便地域における移動手段確保の仕組み


　前述の本計画の対象外となった公共交通不便地域は、下関市周辺部だけでなく市街地内の住宅団地などでも対象となる箇所もある。さらに、高齢化の進展によって、免許証返納の動きが大きくなる中、今後は公共交通が必要となる地域が増加することが予想される。そのため、市や交通事業者だけで移動手段確保の施策を実施するのではなく、住民を交えた新たな仕組みが必要となる。

全国的に、道路運送法の改正によるバス事業の規制の適正化、バス運行維持費の補助改正等の制度の改正に加えて、市町村合併に伴う新市町内の公共交通サービスの格差是正や、高齢者等の移動環境の向上のためのバスを中心とした各種検討は各地で行われており、その事例も増えてきている。

　それらの中には、自治体だけでなく、住民（地域の自治会等）やＮＰＯ法人等が主体となり、運行している事例もある。

　本市においても、公共交通不便地域における移動手段の必要性や導入の検討について、今後、自治体主導の方法から、住民、交通事業者、行政の協働による、公共交通不便地域における移動手段確保のための仕組みづくりを行う。

図 5　協働による取り組みのイメージ



５-1．施策の目標

市内における生活バス路線の対象外となっている交通の不便地域において、市民主体の交通サービスの導入を行政が支援するしくみを構築し、地域住民の日常生活に必要な移動手段の確保と地域の利便性向上を目指す。

５-2．コミュニティ交通の取組みにおける基本方針

市民が主体となって構築する地域の輸送サービスをコミュニティ交通とし、その取組みの基本方針を以下のとおりとする。

(1) 対象地域：市内における生活バス路線の対象外となっている交通の不便地域であること

(2) 運行計画：住民、交通事業者、市の３者が協働して作成した計画であること

(3) 継 続 性：継続性のある独立採算を目指した効率的な運行計画であること

５-3．各主体の役割
(1) 住民（運営主体）

単一又は複数の自治会若しくはこれに類する住民等により構成された営利を目的としない組織（NPO法人含む）であり、住民ニーズなど地域における情報収集や利用促進活動、運営における中心的な役割を担う。

(2) 交通事業者（運行主体）

道路運送法第4条の許可を受けた一般旅客自動車運送事業を行う者で、コミュニティ交通の運行に関する効率化など、実施に関して協力する

(3) 市

計画作成時における必要な情報の収集や法令などによる側面的な支援をおこなうとともに試行運行を含む運行に関して一定期間（3年）の支援（補助金）


図5-2　各主体の役割分担

■本格運行までの流れ


図5-3　本格運行までの流れ

	６.交通結節機能の向上



６-1.交通結節点の整備
　広域及び地域内のバス交通計画を踏まえ、複数の公共交通機関を乗り継ぐ地点を交通結節点として重点的に整備する必要がある。以下に示す箇所は、本計画において交通結節点あるいはその候補となる地点であり、「乗り継ぎ利便性向上」、「待合い環境向上」、「バリアフリー化」といった交通結節機能向上に向けた整備を進める。

表 6　各地域の主な交通結節点及び候補地点

	地域
	菊川
	豊田
	豊浦
	豊北

	主な交通結節点
	岡枝バス停
	西市バス停
	梅ヶ峠駅

黒井村駅

川棚温泉駅

小串駅

湯玉駅

宇賀本郷駅
	長門二見駅

滝部駅

特牛駅

阿川駅

長門粟野駅

	結節する交通
	地域内バス

広域バス
	地域内バス

広域バス
	地域内バス

広域バス

JR
	地域内バス

広域バス

JR


６-2.待合環境の整備
　地域公共交通の主な利用者である高齢者にとって、バスを待つことは身体的な負担が大きく、身体的な負担軽減に向けてバス停等における待合環境の充実（ベンチ、上屋等の整備）を行う。

。



	７.運行見直しに関する基本方針


７-1.運行見直しの実施
平成20年度に予定している試行運行においては、すべての路線に関して利用状況のチェックを実施し、その結果に対して、定期的にサービス水準等の見直しを行うこととする。

生活交通を取り巻く状況（利用者のニーズ、交通事業者の状況、行政の財政状況等）は、今後も時々刻々と変化することが予想される。本格運行後においてもPDCAサイクル（下図参照）に則り、路線ごとにサービス水準等の定期的な見直しを行うこととする。







Plan（計画）：実績や将来の予測などを元に計画を作成 

　　　※運行計画の作成

Do（実施･実行）：計画に沿って運行を実施 

　　　※運行計画に基づく運行の実施

Check（点検･評価）：運行が計画に沿っているかどうかを確認

　　　※乗降調査、アンケート調査、ヒアリング調査、収支状況の確認等

Act（処置･改善）：運行が計画に沿っていない部分を調べて見直し

　　　※サービス水準等の見直し

図 6　運行見直しに関するPDCAサイクルのイメージ



７-2.見直し基準の設定

運行見直しの実効性を担保するために運行見直し基準を設定する。特に低利用の状態が続く路線については、地域全体の効率的輸送の観点から減便等の措置も必要であり、その目安となる基準を設定する。
見直し基準としては地域単位での収支率とし、基準値は10％未満とする 


	◆
対象路線：1地域における平均収支率10%未満


７-3.見直し基準の運用

■見直し基準と利用状況の住民周知

生活バスの見直しを検討するに当たっては、住民の理解が必要となる。このため、設定した見直し基準を住民へ周知し、運行の結果により見直しが行われることを理解してもらうとともに、利用状況を広報等により定期的に公表することで、住民に利用状況を知ってもらい住民意識の醸成を図る。

■利用促進期間の設定

運行を開始し、その結果、基準値に達しなかった場合、一定期間（1年程度）を利用促進期間とし、利用増進のための活動を行う。なお、利用促進期間中の全期間、直近の半年間、直近の3ヶ月間の利用者数がいずれも基準を満たさない場合、路線の減便を検討する。

■廃止便数制限

　生活バスは地域の移動手段の確保を目指しており、実情を把握した上で、廃止する便数を検討する。

· 利用の無い運行便を除き、生活交通としての利用状況や必要性などを考慮する。

· 地域全体の運行経費の節減、あるいは地域全体の運行効率の改善に資することなく、単に利便性を低下させるだけの減便は行わない。

■詳細な利用状況データの把握

見直しの検討を行うには、生活バスの運行に関する詳細なデータの把握は必須であり、減便検討路線の廃止便の選定、効率的運行を実行する上で、便毎の利用者データを収集し、便毎、曜日毎の利用状況等を恒常的に把握する。


	運　行　開　始

	利用状況・見直し基準の住民周知

	見直し基準達成
	見直し基準未達成（収支率10％未満）

	
	

	
	地域住民へ告知

	
	

	
	利用促進期間（1年程度）

	
	

	
	見直し基準達成
	見直し基準未達成

	
	

	
	①利用状況の精査：路線別・便別・曜日別

	
	②減便・廃止・路線統合等の検討・地域協議　→　運行方法決定

	
	

	
	地域公共交通会議承認

	
	

	現状運行を継続
	減便等見直し運行


図7-2　運行見直しの流れ



用語解説

●4条（旧4条）バス　【一般乗合バス】

　いわゆる「路線バス」。道路運送法第4条にもとづいて、乗合バス事業者が路線を定めて定期に運行するバス。高速バスもこれに含まれる。下関市では、サンデン交通により運行されているバスがこれにあたる。

●4条（旧21条）バス　【廃止代替バス】

　路線バス事業者が運行していた一般乗合バスが廃止された後に、市町村が貸切バス事業者に委託して運行する乗合バス。下関市では、ブルーライン交通により運行されているバスがこれにあたる。

※平成18年10月に道路運送法の改正により、21条バスは原則廃止となり、4条（一般乗合バス）の許可に移行した。

●78条（旧80条）バス　【自主運行バス】

　自治体が自家用バスの有償輸送許可を受けて、廃止代替及び交通空白路線や福祉目的路線等を運行するバス。下関市では、生活福祉バス等がこれにあたる。

※これまで例外許可であったが、平成18年10月に道路運送法の改正により、新たに制度化された。

●乗合タクシー

　11人未満の人数を運ぶ営業用自動車を利用した乗合自動車。道路運送法の「特定旅客自動車運送事業」に該当する場合があり、営業する場合は国土交通省の許可が必要。主に過疎地など、需要が低く、路線バスの機能が充分に発揮できない場所などで運行されている。

●デマンド運行

　利用者の需要（デマンド）に応じて運行させる運行形態。基本路線以外に利用客がいる場合、連絡を受けたらその場所へ迂回する。

※一般的に、乗車定員11人未満のタクシー車両を用いる運行形態を、「デマンド乗合タクシー」と称する。
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○本格運行までの流れ
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運行サービス等の見直し（平成21年度）
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試行運行（平成20年度）





○利用促進について


　・情報提供の充実


　・地域住民の意識の醸成、地域との連携


　・バリアフリー化の推進


　・サービスの向上





○交通結節機能の向上について


　・交通結節点の整備
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○地域内バス交通計画





○広域バス交通計画





○基本方針


　・下関市の統一した方針





Check





―広域バス交通計画の基本方針―


JR各路線との役割分担


地域の枠を越えた広域移動ニーズへの対応





継続的な運行





○現況の課題
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下関市バス交通整備計画（本計画：平成19年度策定）
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下関市バス交通対策基礎調査（平成18年度）
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―下関市バス交通計画の基本方針―


下関市におけるバス交通整備計画の方向性を設定


下関市全体の総合的な整備方針の下で各地域の整備計画を策定





Plan





■鉄道駅やバスターミナル等、複数の公共交通機関を乗り継ぐ場所を交通結節点として重点的に整備


■ベンチや上屋等、待合環境の充実を図ることで、利用促進を図る


■交通結節点を多機能化させることにより、利用者にワンストップで様々なサービスを提供し、バスの運行効率化を図る





―地域内バス交通計画の基本方針―


バス不便地域を解消する路線計画


サービス水準設定に関する統一的な考え方を設定（運賃、運行頻度）


経費節減を目指した路線計画





■広域路線のサービスは、現行路線網で住民の移動ニーズに対応する


■乗り継ぎ利便性の向上を目指す（６.交通結節機能の向上を参照）
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